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おける行動空間の呼称からみた住空間認知の特徴

　　　　　　名古屋文理短大　　　　小俣　謙二

　部屋の呼称は個人の住居内空間に対する考え方を表すことが示されてきたが、行動との関係につ

いての詳しい分析はあまりない。そこで、本研究では、住まいにおける行動空間とその呼称との関

係を通して、住空間内の各行動空間に対する居住者の考え方を分析した。

　他の調査（注）で得られた1029例の部屋の呼称とそこでの日常行動（32種類）の分析から以下の

所見が得られた。なお、回答者は大学生（152名。内女子が143名）であるが、回答に際しては「家

族でどのように呼んでいるか」を答えさせた。

　①部屋の呼称は大きく一般的呼称、所有者による呼称、特定の家具による呼称、部屋の構造や造

りによる呼称｡部屋の位置による呼称、部屋の広さによる呼称に分類できた。②住まいの混み合い

度との関係では、それが低い家庭ほど一般的呼称とくに伝統的呼称（座敷、納戸など）が多い。③

逆にそうした家庭では所有者名の呼称が相対的に少ない。これらは住まいの条件にかかわらず、私

室確保の欲求が強いことを示唆する。④就寝空間は所有者名で示されるが、両親の就寝空間ではこ

れが弱い。⑤団らん空間の呼称は「居間」が多いが、「ＴＶの部屋」がそれに次いで多い、⑥接客

空間はさまざまに呼ばれ、「応接間」は必ずしも接客空間を意味しない。⑦伝統的な「座敷」は接

客空間よりも「空きの部屋」を示す。⑧特定の行為と結びつかない部屋は広さや方位で示される。

　以上は、現代の住空間における私的空間の確保、親の空間の相対的未確立、接客空間の曖昧さを

認知｡レベルで示すと同時に、住空間の伝統的認識様式の弱まりを示唆している。

　（注)Journal of Environmental Psychology, 1992, vol.12. 259-267
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　【目的】和洋折衷の日本の住居の中で在日外国人はどのような住まい方をしているのか、

またそれは自国での住まい方とどのような違いが見られるのか。その共通点と相違点の比

較によって彼らの日本の住様式に対する評価を浮き彫りにし、現代の日本人が抱える住生
活の問題点を籾かにしていく。【方法】主に欧米出身の在日外国人3 0名を対象に。①空

間属性。②履床様式、③起居様式。④家具。⑤食事、⑥接客の６項日を日本と自国の場合
に分けてアンケート調査とインタビューを行い。集計結果を比較して考察を行った。また

各対象者の日本での住居と自国での住居の平面プランを作成し、その比較からも考察を行

った。【結果】日本ではほぼ全員。自国では半数以上の対象者が室内で靴を脱いでいる。

日本でぱ玄関”という空間が容易に認識させているが、自国では衛生的行為として浸透
している。但しフォーマルな場では失礼な行為であると考えている対象者が多くいた。団

らんの時“ユカ坐”をする対象者は日本では６割、自国では４割弱である。これは日本で

の居住空間がイス坐家具の所有を許容しないことが影響しており基本的にユカ坐を好まな

い傾向が強い。日本でのユカ坐はカーペットの上の方が好まれており和室の与える心理的

な影響はあまりなく、自国ではかなりカジュアルな時に限られている。“ホームパーティ

trを開くか否かは日本・自国問わず個人差が人きいが、家が遠いとか狭いので開きにく

いという意見もあった。このように集計結果を比較すると日本人と同じ行為をしていても

その意識は異なっていることが多く、進んで日本の住様式に順応するというよりは各自が

感じる問題点を合理的な選択で解決し、独自の住まい方を確立している傾向がうかがえた。
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